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自然をたいせつにし、美しいまちをつく

りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし ↑

よう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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篭鱸

難晩春から初夏へ移りかわる

5月は新緑の季節です。

新緑の間をとおって、若葉

のにおいを運ぶ風を「薫風」

といい、 1年中でいちばんよ

い気候とされていますが、時

に、海岸では濃霧になやまさ

れることも多いようです。や

がてくる6月の雨季の前の1

カ月、思う存分、太陽の光を

浴びながら、緑の風を胸いっ

ぱい満喫しましよう。新茶の

香りを一服のむと、初夏の気

持がしてくるという人がおり

ます。ご年配の方ならみんな

思い出す「茶摘」です。

日和つづきの今日この頃を

心のどかに摘みつつ歌う

「摘めよ摘め摘め摘まねばな

らぬ摘まにや日本の

茶にならぬ」

思い出しながらいただく新

茶の味は、 また幼ない日の郷

愁でもありましようか。

蕊蒜認識蕊蕊蕊
鐡議蕊蕊鑿幾
猿鍾溌]蕊鍵鑿蕊:
諒轟』溌鐵製鑿皇鱗

瀞

雲

一

篝
識
塞
稗

垂蕊
騨
灘

議
瀧
蕊
轆
轤
韓

躍
粥
常
常
躍
坤
平
蹄
岬
註
騨
尋
緊

一
輪
埼
韓
輔
壷
窮
津
謡
輔
班

騨
鈩
草
や
り
叫
紺
料
輯
訟

蕊
蝉
識
灘
癖

(茶摘みをする関口幸老人会のみなさん）



(2）熱
印
鑑
登
録
制
度
、
印
鑑
証
明
の
方
法
が
て
い
る
印
鑑
は
昭
和
瓢
年
３
月
弧
日
以

爵
昭
和
印
年
７
月
１
日
か
ら
変
り
ま
す
。
降
は
無
効
と
な
り
、
印
鑑
証
明
害
を
発

き
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
す
べ
て
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

屯
「
登
録
の
し
な
お
し
」
を
す
る
こ
と
に
○
印
鑑
登
録
新
し
く
印
鑑
の
登
録
を

卸
な
り
ま
す
。
す
る
と
き
は
本
人
自
身
が
必
ず
申
請
し

報
こ
れ
は
全
国
市
町
村
と
も
、
ま
ち
ま
て
く
だ
さ
い
．
代
理
人
に
委
任
す
る
と

市
ち
な
方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
を
手
統
が
め
ん
ど
う
に
な
り
ま
す
の
で
、

》
蕊
全
国
的
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
で
き
る
限
り
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ

癖
《
す
。
現
在
印
雛
登
録
が
さ
れ
て
い
る
い
。
登
録
が
す
ゑ
ま
す
と
「
印
鑑
登
録

猟
一
人
は
、
昭
和
別
年
７
月
１
日
か
ら
昭
和
証
」
（
運
転
免
許
証
位
の
大
き
さ
で
二

”
抑
伽溌
一
別
年
３
月
訓
日
ま
で
の
間
に
、
本
人
自
シ
折
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

》
灘
身
が
登
録
し
よ
う
と
す
る
（
ま
た
は
登
○
印
鑑
証
明
印
鑑
証
明
害
が
必
要
な

却
嬢
録
し
て
い
る
）
印
雛
を
持
参
し
登
録
の
と
き
は
こ
の
登
録
証
を
持
参
し
、
市
役

“
坪
”》
難
し
な
お
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
所
に
あ
る
登
録
証
明
書
交
付
巾
請
書
に

熱
一
れ
を
忘
れ
ま
す
と
、
す
で
に
登
録
さ
れ
本
人
の
認
印
（
糸
と
め
印
）
を
押
し
て
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》
岬
啼
軸
榧
”
ご
苫
労
さ
ま
”

雛
一
昭
和
四
十
九
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
の
モ
’
一
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、
三
月

羅
挙
み
な
さ
ん
の
任
務
が
、
さ
る
三
月
で
終
二
十
六
日
市
役
所
・
議
員
控
室
に
お
い

癖
い
り
、
四
月
か
ら
新
し
い
モ
ニ
タ
ー
一
一
十
て
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
一

獺
一
人
の
み
な
さ
ん
と
交
替
し
ま
し
た
。
長
年
間
の
モ
’
一
タ
ー
活
動
に
感
謝
し
て
記

◆
ｏ
ひ
◆
先
鍼
》
い
間
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

灘
》
市
政
モ
’
一
タ
ー
制
度
は
、
市
民
の
象
市
政
モ
’
一
タ
ー
と
し
て
一
年
間
活
動
さ

』号
な
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
設
け
れ
ま
し
た
の
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

２Ｓ
ら
れ
た
も
の
で
、
四
十
九
年
度
中
に
モ

（
敬
称
略
）

詞
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
▽
宇
留
野
亀
次
郎
Ⅱ
有
明
町
▽
斉
藤
五

く
意
見
は
、
教
育
関
係
八
件
、
衛
生
関
係
郎
、
車
和
蔵
、
荒
井
清
一
郎
Ⅱ
本
町
▽

聯
一
七
件
、
・
交
通
、
道
路
関
係
各
四
件
な
ど
谷
田
川
ハ
ル
Ⅱ
高
浜
町
▽
鈴
木
兼
喜
Ⅱ

。
。
◆
》
灘
で
生
活
環
境
の
整
備
を
望
む
も
の
が
お
横
川
▽
伊
藤
二
三
男
、
木
村
勇
Ⅱ
安
良

◆
◆
◆舜
鍛
も
な
意
見
で
し
た
。
川
▽
鈴
木
忍
Ｉ
下
君
田
▽
根
本
昇
、
落

一
）

印
鑑
窪
明録

の
方
法
が
変
り
ま
す

本
年
７
月
１
日
か
ら

晴
れ
の
表
彰
に
輝
や
く
人
々

さ
る
四
月
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館
晴
れ
の
表
彰
に
輝
や
く
組
合
、
な
ら

に
お
い
て
、
納
税
組
合
長
さ
ん
を
招
き
び
に
人
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
ま
し
▽
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

た
。
南
町
一
、
東
本
町
で
安
良
川
一
、

日
ご
ろ
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
島
名
仲
町
、
秋
山
上
二
の
各
組
合
で
し

て
お
り
ま
す
組
合
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
▽
納
税
功
労
者
（
個
人
）

げ
ま
す
。
↑
菱
沼
昇
（
北
町
七
納
税
組
合
）
、
斉

こ
の
大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組
藤
正
（
安
良
川
二
納
税
組
合
）
、
樫
村

合
五
団
体
、
納
税
功
労
者
十
五
名
に
、
幸
邦
（
安
良
川
九
西
納
税
組
合
）
、
佐
藤

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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枝
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細
金
延
男
Ⅱ
春
日
町
川

▽
国
井
翠
子
Ⅱ
高
戸
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申
請
す
れ
ば
交
付
し
ま
す
。

登
録
印
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

代
理
の
人
が
持
参
し
て
も
委
任
状
な
ど

は
い
り
ま
せ
ん
。

善
意
銀
行
に

○
斉
藤
せ
ん
さ
ん
Ⅱ
下
手
綱

、

１
０
０
０
０
円

○
秋
山
中
学
校
二
年
一
組
学
級
会
計
残

金
２
，
４
７
０
円

’

鰄

釜
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忌

あ
ｎ
が
と
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釜
呈
忌

あ
り
が
と

納
税
組
合
長
大
会
開
か
れ
る

’

（
）

l l l l l lI 1 1 Ilnl ll l l lI'' 1 11 1 1Ⅱl i l l l l l l I l l l l l l l l I 1 1 1 l l l l I I l l l l ljl l l l lllll l lI l l l l l l l l I l I l l l l ljIIllⅡIi l l I 1

な
お
わ
か
ら
な
い
と
き
は
市
民
課

（
電
話
③
２
１
１
１
内
線
２
２
０
，
１
２

２
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〈
門
〕
些
伽
伽
恥
恥
昨
，
や
，
》
雛

乱
三
一
一

一

春の全国交通安全運動
5月12日匡>5月21日
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平
（
安
良
川
十
三
納
税
組
合
）
、
植
村
東

（
安
良
川
十
六
納
税
組
合
）
、
柴
田
正
己

（
三
夜
講
納
税
組
合
）
、
下
山
田
薫

（
秋
山
下
東
納
税
組
合
）
、
北
篠
千
丈
（

本
町
四
納
税
組
合
）
、
花
園
教
之
（
仲

六
納
税
組
合
）
、
横
山
酉
二
郎
（
高
浜

町
一
納
税
組
合
）
、
皆
川
昇
（
有
明
町

一
の
二
納
税
組
合
）
、
大
内
一
輝
（
萩

ヶ
丘
第
一
納
税
組
合
）
、
小
林
懐
二
郎

（
石
河
原
第
二
西
組
納
税
組
合
）
、
中

村
正
夫
（
秋
山
上
一
納
税
組
合
）
、
皆

川
秀
男
（
北
町
一
納
税
組
合
）
の
各
氏

で
し
た
。

１
Ａ
Ｕ
ｌ
Ｊ
ｈ
Ｙ
１
１
ｎ
１
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ｉ
ｌ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
ｎ
ｙ
Ｉ
１
Ｕ
ｊ
Ｊ
八
Ｖ
１
人
ｖ
ｊ
Ｊ
ｈ
Ｖ
１
１
Ａ
ｖ
ｌ
ｆ
１
１
ｎ
ｖ
ｊ
Ｊ
ｈ
噂
ｌ垂

一

日

日

日
日
一

一
０
１
の
８
－

一
間
１
日
１
一
掃
１
－

）

一
率
鴉
の
羽
嘩
覗
一

一
４－
愛
母
家
一

目

ヨ1 1 11 1 1 I l l l I I I 1 1 1 1 1 1 1Ⅱ' ' 1 1 1 11 1 1 1 1ⅡI l l l l l l I 1 1 I I 1 I l l l 1 l l l ' ' 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! ｣ 1 1 1 1 1 1 1 1 l I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I I I I 1 Il ｢ 【 l l l l l l



●｡●

●今･

･●◆

●･･

沙
馴
咽
争鱗I昭和50年5月

。
●
令

◆◆◆

◆①◆●
心①●

pc0◆
｡◇今(3)職溌溌凝i市報たかはぎ:";;

◆●●◆●
◆◆◆◆◆◆

◆◆｡◆｡
◆●◆争◆◆

こ
と
し
も
五
月
い
っ
ぱ
い
、
全
国
的

に
赤
十
字
社
資
増
強
運
動
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
年
の
と
お
り
募
金
を
お

願
い
す
る
わ
け
で
す
が
、
年
額
三
百
円

か
ら
「
赤
十
字
社
員
」
と
な
り
ま
す
の

で
、
皐
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「
赤
十
字
」
は
博
愛
・
人
道
・
奉
仕

の
精
神
に
も
と
ず
い
て
、
次
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
災
害
救
護
救
護
班
の
派
遣
・
見
舞

物
資
の
配
分
な
ど

②
献
血
の
普
及
血
液
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
採
血
業
務

③
健
康
で
安
全
な
生
活
を
保
つ
保
健
衛

生
の
指
導
と
普
及

④
奉
仕
国
と
青
少
年
の
健
全
育
成

１
１
１

年
の
健
全
育
成

晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
山
野
を

巴
ど
る
フ
ジ
は
、
花
に
変
化
が
多
く
、

熱
W

雄§”
物の

）

赤
十
字
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
ま
し
た

り
１
り
Ｉ
６
ｙ
Ｏ
Ｉ
４
Ｙ
０
１
０
１
Ｔ
八
り
１
０
１
０
１
り
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｏ
１
リ
側
０
１
０
１
０
Ｎ
け
１
０
１
０
１
⑪
１
４
１
仲
Ｙ
Ａ
Ｙ
ハ
リ
八
り
ハ
リ
人
寸
１
０
Ⅱ
０
Ｎ
↑

フ
ジ
⑫
（
マ
メ
科
）

⑤
看
護
婦
の
養
成

⑥
身
体
障
害
者
の
援
助
医
療
に
恵
ま

れ
な
い
地
域
を
対
象
に
医
療
巡
回
相

談
、
寝
た
き
り
老
人
援
護
対
策
な
ど

⑦
国
際
活
動
新
興
国
に
対
す
る
医
療

品
、
日
用
品
の
援
助
難
民
の
救
護
な
ど

な
お
昨
年
の
高
萩
地
区
実
績
は
大
口

募
金
４
２
万
６
，
０
０
０
円
、
戸
口
募

金
１
３
４
万
５
，
２
８
０
円
合
計
１
７

７
万
１
，
２
８
０
円
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

庭
園
に
も
植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
フ
ジ
と
か
ノ
フ
ジ
と
い
う
種
類

は
、
本
州
の
中
部
以
西
の
山
地
に
生
え

歩
道
橋
が
完
成

高
萩
中
前
に

建
設
省
日
立
出
張
所
で
は
、
市
内
高

浜
町
の
六
号
国
道
に
歩
道
橋
を
作
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
ま
し
た

て
お
り
、
高
萩
の
山
地
に

は
自
生
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

フ
ジ
は
つ
る
が
右
巻
き

で
、
葉
に
は
若
い
と
き
だ

け
少
し
毛
が
見
ら
れ
ま
す

花
が
集
っ
て
房
に
な
り
、

た
れ
下
が
っ
て
上
か
ら
順

に
咲
き
、
三
十
’
九
十
セ

ン
チ
に
な
り
ま
す
。

ヤ
マ
フ
ジ
（
ノ
フ
ジ
）
は
つ
る
が
左

巻
き
で
、
葉
に
は
成
熟
し
て
も
下
面
に

毛
が
残
っ
て
い
ま
す
。
花
の
房
は
ほ
と

ん
ど
同
時
に
咲
き
、
二
十
－
三
十
セ
ン

チ
と
短
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
に
も
白
色
種
が
あ
り
、
フ
ジ

の
方
が
シ
ロ
バ
ナ
フ
ジ
、
ヤ
マ
フ
ジ
の

方
を
シ
ヲ
フ
ジ
と
い
い
ま
す
。
と
も
に

庭
園
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
高
萩
で
は
、

シ
ラ
フ
ジ
が
多
い
よ
う
で
す
。

花
瓶
に
さ
し
て
、
な
が
め
た
い
方
は

つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ゑ
は
じ
め
た
こ
ろ
、

切
り
と
っ
て
花
瓶
に
さ
し
て
お
け
ば
、

室
内
で
も
美
し
く
な
が
め
ら
れ
ま
す
。

延
長
は
３
５
．
６
メ
ー
ト
ル
。
工
事
費

は
１
，
３
０
０
万
円
で
、
新
設
場
所
は

近
く
に
中
学
校
が
あ
り
、
信
号
に
よ
り

国
道
を
検
断
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
だ

け
に
、
こ
れ
で
安
心
で
す
。

蕊溌識蕊豊

鍵雛灘
灘

＝

琴翰溌

蕊難蕊§ 蕊蕊鷺蕊蕊蕊蕊

完成した高中前歩道橋

こ
の
た
び
、
当
市
担
当
の
行
政
相
談

委
員
と
し
て
神
長
新
一
氏
が
行
政
管
理

庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
行
政
全
般

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
苦
情

や
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
の

改
善
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
お
り

ま
す
。
神
長
行
政
相
談
委
員
は
、
市
内

島
名
１
３
９
４
番
地
に
お
住
い
で
、
電

話
は
②
３
７
７
３
番
で
す
。

取
扱
い
は
無
料
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に

F一T一一一一m一一毛

被
保
険
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
世
帯
の

中
に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な

る
“
へ
き
人
が
い
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
の
う
え
で
は
、
そ
の
世
帯

主
を
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
と
み
な
し
て
課
税
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

例
と
し
て
、
父
が
Ａ
会
社
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
、
Ａ
会
社
の
社
会
保
険
に
加

入
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
そ
の
家
族

は
す
べ
て
父
の
被
扶
養
者
と
し
て
認
め

ら
れ
、
Ａ
会
社
の
社
会
保
険
に
よ
る
の

が
普
通
で
す
が
、
母
が
商
売
を
し
て
い

る
（
所
得
が
刎
万
円
以
上
）
た
め
被
扶

i 解説 ｛
眉

ｰ

世帯主i
市一一一一芋一面

〆

ｙ

国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
に
対
し
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

世
帯
主
が
社
会
保
険
の

神
長
新
一
さ
ん
が
就
任

行
政
相
談
委
員
に

養
者
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
母
は

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
保

険
税
の
課
税
対
象
は
世
帯
主
の
父
に
な

り
ま
す
。
こ
の
父
が
「
擬
制
世
帯
主
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
の
擬
制
世
帯
主
自
身
は
、
国
保
の

給
付
と
い
う
直
接
的
な
受
益
な
く
し
て

負
担
を
求
め
る
理
由
は
も
し
そ
の
世

帯
の
国
保
の
被
保
険
者
が
病
気
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
経
済
的
負
担

に
基
づ
い
て
医
療
費
が
支
出
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
擬
制
世
帯
主
も
国
保
の

間
接
的
受
益
を
受
け
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
擬
制
世
帯
主
と
、
通
常
世

帯
主
と
の
均
衡
を
考
慮
す
る
と
、
同
様

な
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
不
公
平
な
の

で
擬
制
世
帯
主
本
人
の
均
等
割
額
、
所

得
割
額
、
資
産
割
額
が
軽
減
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

お
申
出
く
だ
さ
い
。

一
峰
誕
畦
岼
轌
群
詠
い
章
輔
趣
家
吋
汕
一

》》ヘや唖《》》》

一
一
龍
萩
姉
山
跡
防
榊
協
誇
｝
－

１
Ｉ
〃
く
づ
誕
生
ぐ
ゐ
虻
グ
自
今
典

、
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翻匹
電話は「早く」 「正しく」 「あわてず

に」必ず「119番｣をまわしてください。

1.場所（目標）

例○町○○商店の前です。

2.火事〔交通事故)です。

3．店が燃えている。

4.出動してください。

5.氏名（○○です〕

あわてず落ち着いて電話してください。

できれば電話器の近くに「火辨と救急は

119番」と書いておきましょう。

スポーツ用具

の無料貸出しを！

体力づくりとスポーーツ振興のため、社

会教育課では、次のようなスポーツ用具

を無料で貸出しいたします。

◎スポーツ用具

バト ミントン、パンポン、 ソフトボー

ル、バスケットピンポン、 ミニテニス、

シヤツフルポードリングテニス

◎貸出対象者は、一般市民各団体を対

象とします。

‐◎貸出期間は、継続で3日間とします。

－※詳しいことは、市教育委員会社会教

育課（唾③1131）へどうぞ。

塞露相談日あん上ili"!
i･寂騒凌.園･獣.ﾜ､』淫園･恕・兆・1．魁･凌.冠ぱ､･尾浬･『･姪･%･I

I辮謹簑謹醤溌瀞轤調
○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情、要望、意見など

○行政相談毎月第2、第4木曜日午後

1時から3時中央公民館役所に対

する苦情、相談ごと

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○交通事故相談 6月11日午前10時から

4時中央公民館交通事故専門の相談

○人権相談 5月22日午前10時から

3時中央公民館なやみごとなど

郵便局にも

転居届けを

転居届が出されていますと、 1年間は

転送サービスをします。

就職、転勤、進学など転居される方が

多い時期、転居されたときは、あなたの

大切な郵便物が迷い子にならないよう郵

便局にも転居届を出しましよう。

○友人や知人に転居通知を

転送される小包や書留は、転送料を払う

ことになり、転居したら早く友人や知人

に転居先を知らせることが大切です。

○住所は完全に、肩書きはお忘れなく、

アパート、下宿、間借り、同居されてV、

る方は、ご自分の住所「○○荘」 「○○

方」と忘れずにお書きください。郵便番

号もお忘れなく （高萩郵便局）

経口生ポリオ投

与のおしらせ
’

月日 ’ 受付時間
日 所

fノト

期鱒朧:W%: 一一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
３
０
３
０
３
０
０
０

2：20

3:00

2:40

1：40

2:10

3:00

2:40

2:40

2:40

福祉年金の

－－届出を忘れずに

福祉年金は、年1回7月に所得状況の審

査を行ないますが、 これは年金を受ける

本人、その配偶者、扶養義務者などの前

年中の所得状況を調べ、引き続き1年間

年金が受けられるかどうかを決定するも

のです。

この届出は、受給者が5月に郵便局で

受領したあと、保険年金課国民年金係に

年金証書の届出をしないと、福祉年金が

支給されませんから注意してください。

また、住所がかわった方、新たに公的

年金を受けられるようになった方は、そ
÷

の旨を係員に申出てください。

"ー証害提出の期限は6月14日までです。

中央公民館

横川小学校

下君田小学校

上君田小学校

高萩保健所

松岡小学校

高浜集会所

5月9日

5月13日

5月13日

5月13日

5月14日

5月15日

5月23日

２
１
２
２
２
２
２

″
″
″
″
″
″
″

（対象者）2回目S49.2.1～S49.7.31生

1回目S49.8.1～S50.1.31生

※注意①持参するもの・母子手帳、問診

票②体温は忘れず計ってきてください。

えないゴミの

集日（5．6月）

燃
収

地 区 名 ’ 5月 ’ 6月

2．16

3．17

4．18

6o20

7．21

9．23

10．24

秋山，島名、北方

大能、中戸川、福平､若栗

上君田、下君田、椣川

高浜町、東本町

有明町、肥前町

安良川

本町、春日町、大和町

駒木原、高萩炭砿、石滝

高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜

７
９
０
３
２
４
６

１
１
２
２
２
２
２

●
●
や
。
■
●
●

１
２
６
９
８
０
２
１
１

事業所統計調査

にご協力ください
』

5月15日から25日頃にかけて、事業所

統計調査の調査員がすべての事業所にお

伺いして、あなたの事業所の名称、所在

地、事業の種類、従業者の数などについ

ておたずねします。この調査は国の最も

基本的な統計調査で、我が国の産業の見

取り図を作る重要な統計調査ですので、

ご協力くださるようお願いします。

自電■ロロ…･一………･ー毒………'■一ｺ…=…ﾛ■一劃ﾛロー…｡一…■蟻

1 美協作品展
！ と き 6月6日～8日

1 ところ市中央公民館

－火災や救急のときの－L－－連絡ははっきりとJ
５
８
２
２

●
●
１
４
１
１

７
８
２
２

●
①
３
４
１
１

承なさんからの火災や救急出動の通報

ｳﾐ非常によくなっています。

＝元
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市の人口と悩帯数 琴
＝

＝

三

皇 4月1日現在 前月比 琴

三 人口 30．377人 （減102） 弓
＝ 言

二 三

男 14． 904人 （減52） 皇監

吾 エ

ミ 女 ‘5 473人 （減50） ：
皇世帯 8．121世帯 （増2） 言
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